有名な作品を読もう

方丈記

eq \o(\s\up 9(かもの),鴨)　eq \o(\s\up 9(ちょうめい),長明)
　ゆく河の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず。eq \o(\s\up 9(よど),淀)みに浮かぶうたかたは、かつ消えかつ結びて、久しくとどまりたるeq \o(\s\up 9(ためし),例)なし。eq \o(\s\up 9(よのなか),世中)にある、人とeq \o(\s\up 9(すみか),栖)と、またかくのごとし。

　たましきの都のうちに、eq \o(\s\up 9(のき),棟)を並べ、eq \o(\s\up 9(いらか),甍)を争える、高き、いやしき、人の住まいは、世々を経て尽きせぬものなれど、これをまことかと尋ぬれば、昔ありし家はeq \o(\s\up 9(まれ),稀)なり。eq \o(\s\up 9(あるい),或)はeq \o(\s\up 9(こ　ぞ),去年)焼けて今年作れり。或はeq \o(\s\up 9(おおいえ),大家)亡びてeq \o(\s\up 9(こ),小)

eq \o(\s\up 9(いえ),家)となる。住む人もこれに同じ。所も変わらず、人も多かれど、いにしえ見し人は、二、三十人が中に、わずかにひとりふたりなり。eq \o(\s\up 9(あした),朝)に死に、夕べに生まるるならい、ただ水の泡にぞ似たりける。eq \o(\s\up 9(しらず),不知)、生まれ死ぬる人、eq \o(\s\up 9(いづかた),何方)より来たりて、何方へか去る。また不知、仮の宿り、eq \o(\s\up 9(た),誰)がeq \o(\s\up 9(ため),為)にか心を悩まし、何によりてか目を喜ばしむる。その、eq \o(\s\up 9(あるじ),主)と栖と、無常を争うさま、いわばあさがおの露に異ならず。或は露落ちて花残れり。残るといえども朝日に枯れぬ。或は花しぼみて露なお消えず。消えずといえども、夕べを待つ事なし。

◆方丈記

一二一二年に書かれた随筆。

大きな時代の変動期に生まれ、度重なる天地異変や社会の変動の中で生き、最後に京都郊外の山奥で方丈（たたみ四枚半ほどの広さ）のeq \o(\s\up 9(いおり),庵)を結ぶに至るまでの生活と考えを書いたもの。

本文はその冒頭。「かつ消えかつ結ぶ」うたかた（あわ）のようなはかない人間の生活、住家の姿をのべている。

学問のすゝめ

福沢　諭吉

　天は人の上に人を造らず人の下に人を造らずと言えり。されば天より人を生ずるには、万人は万人皆同じ位にして、生まれながらeq \o(\s\up 9(き),貴)

eq \o(\s\up 9(せん),賤)上下の差別なく、万物の霊たる身と心との働きをeq \o(\s\up 9(もっ),以)て天地の間にあるよろづの物をeq \o(\s\up 9(と),資)り、以って衣食住の用を達し、自由自在、互いに人のeq \o(\s\up 9(さまた),妨)げをなさずしeq \o(\s\up 9(おのおの),て各安)楽にeq \o(\s\up 9(この),此)世を渡らしめeq \o(\s\up 9(たま),給)うの趣意なり。

◆学問のすゝめ

　福沢諭吉（一八三四～一九〇一）の評論集。

人間の平等、実学実用の学問の大切さ、一身一国の独立、国の法律の重要さを理論的に述べたものであるが、この部分は、人間の平等について述べたものである。

eq \o(\s\up 23(む),武)

eq \o(\s\up 23(さし),蔵)

eq \o(\s\up 23(の),野)
eq \o(\s\up 9(くに),国)

eq \o(\s\up 9(き),木)

eq \o(\s\up 9(だ),田) eq \o(\s\up 9(どっ),独)

eq \o(\s\up 9(ぽ),歩)
日は富士の背に落ちんとしてeq \o(\s\up 9(いま),未)だ全く落ちず、富士の中腹に群がる雲は黄金色に染まって、見るがうちに様々の形に変ずる。連山の頂は白銀の鎖の様な雪が次第に遠く北に走りて、終わりはeq \o(\s\up 9(あんたん),暗澹)たる雲のうちに没してしまう。

日が落ちる、野は風が強く吹く、林は鳴る、武蔵野は暮れんとする、寒さが身にeq \o(\s\up 9(し),沁)む、eq \o(\s\up 9(そのとき),其時)はeq \o(\s\up 9(みち),路)をいそぎたまえ、顧みて思わず新月が枯れ林のeq \o(\s\up 9(こずえ),梢)の横に寒い光を放っているのを見る。風が今にも梢から月を吹き落としそうである。突然また野に出る。君は其時、

山は暮れ野はeq \o(\s\up 9(たそがれ),黄昏)のeq \o(\s\up 9(すすき),薄)かな

の名句を思いだすだろう。

◆武蔵野

国木田独歩（一八七一～一九〇八）詩人・小説家。

この文章は、全九章の中の第五章の一節である。

昔の武蔵野（東京郊外）のおもかげを残している近郊の風物を新鮮な感覚で描いた作品。光と音と色彩が交錯しながら、移り変わっていく情趣を印象的に描いている。







